


共通テスト前日＆当日

実力以上の点を叩き出す秘策

この２日間で「差が付く」のはどこか？

・時間の使い方

・問題文の読み方

・資料の扱い方

・迷った時の処理方法

・焦ったときの戻り方

処理
能力



共通テスト当日

必ず点差がつく５点

知らなかった 考え違いした〇
・この問題は何の話をしている？

・この文章はいつの話をしている？

・この資料は何を伝えるものなの？

・この地図は何を狙っているの？

・根拠を持って消去法はできる？

・

注
目















共通テスト前日・当日

世界史が苦手な人（平均を越える！）

前 日
・教科書や資料集の目次を確認する

・知識）得意な分野を見直す

・演習）できなかった問題の根拠確認

当 日
・最後の大問、読取問題の少ない大問から･･･

・読取問題を確実にとる！←時間配分注意



共通テスト前日・当日

世界史を安全圏にしたい人（８割前後）

前 日
・人物＆出来事＆法制の業績・勝敗・内容の確認

・知識）苦手分野を詰める

・演習）できなかった問題の根拠確認

当 日
・大問１からやらない！得意な分野＆単元からやる！

・読取問題は後から！日本史系は落としてもいい！



共通テスト前日・当日

世界史で絶対稼ぎたい人（９割越え）

前 日
・どんどん新しい問題をやり続ける

・知識）日本史【歴史総合】の最終チェック

・演習）読取慣れ、正誤の根拠見つけ、スピード感覚

当 日
・４０分で大問すべてを解けるように時間配分する！

・読取問題は必ず見直せるようにチョックを入れておく！



共通テスト前日・当日

世界史受験者の共通認識！

前 日
・問題演習を継続的にする！根拠見つけは重要！

・夕食を早く済ませ、早く寝る！

・YUKIOのYouTubeは見てもいいｗ！

当 日
・用語集よりも教科書を持って行く！

・時間配分、マークは最後１０分！読取はチェック！



２０２６年１月共通テスト

全問解説（１８日）＆問題分析（２１日）

自分のＹｏｕＴｕｂｅチャンネル



２０２６年★私大入試

関関同立・明中法立・早慶

1月16日 2026年入試ターゲット

1月20日～ 大学別ここを狙え！

2月01～19日 入試速報＆分析





ゆきお入る

１１６０年代：エジプト遠征に何度も参加

１１６９年にファーティマ朝の宰相になる

１１７１年にアイユーブ朝を建国する

イェルサレム王国との戦いには結束が必要



策略と寛容



ゆきお入る

１１８７年のヒッティーンの戦いで十字軍に圧勝

多くを捕虜にするが、虐殺などはせず

キリスト教徒に身代金付きでの退去を認める

聖墳墓教会の存続を認め、巡礼も制限せず



対照的な国王



ゆきお入る

イングランド王リチャード１世（獅子心王）

１１８９年の第３回十字軍でアッカー奪還

１１９１年のアッカーの処刑（ムスリムへの虐殺）

１１９２年のイェルサレム包囲戦→和平

お互いの武功を称え合うが・・・



単語がいっぱい

（バックには抽象的な映像）

今回のまとめから

現代に生きるへの教訓

１２０秒



ゆきお入り

今回の英雄伝は如何だったでしょうか？

（英雄に関連する写真）



1972年
ウォーターゲート事件





ポスト真実
冷静な真実  感情的情報



魔女狩りや異端審問

全体主義のプロパガンダ

QAnon



２０１９年９月
観光目的 
e Visa



1744年  – ナジュド地方のサウード家と宗教改革者イブン・アブドゥル・ワッハーブが同盟

   第1次サウード（ワッハーブ）王国が成立

1803年 – サウード家がメッカを占領、イスラーム二大聖地を支配

1818年  – オスマン帝国配下のエジプト軍により第1次サウード王国が滅亡

1824年 – 第二次サウード王国の成立（首都リヤド） → 1891年に内紛により滅亡

1902年  – アブドゥルアズィーズ・イブン・サウードが、リヤドを奪回、勢力拡大を開始

1925年  – ヒジャーズ王国を征服し、メッカ・メディナを再掌握

1932年 – サウジアラビア王国の成立（首都リヤド）

1938年 – 東部で石油発見、米国と提携して開発の開始

1973年 – 第四次中東戦争後、OAPECが石油禁輸を実施

2016年 – ムハンマド皇太子が「ビジョン2030」を発表、

脱石油依存・観光開放へ

2023年 – 中国仲介によるイランとの国交正常化



大〇〇主義



大国主義
自国の強大さを誇る

軍事的・経済的優位

覇権主義・優越思想



大民族主義
自民族の統一・生存権

昔は強かった！ 大きかった！

Globalizationのあとに･･･



大国主義



ローマ共和国・帝国

ハプスブルク家

オスマン帝国



大英帝国

大英国
主義

小英国
主義

１９世紀



グラッドストン
（自由党）

ディズレーリ
（保守党）

大英国主義小英国主義

お金の使い道



日本人

英系 仏系or



世界史ツアー what-tour.com

8/17～23 トルコ

9/13～18 エジプト

12/20～25 エジプト

12/30～1/4 インド

＊２０２６年は、エジプトとトルコ２回、スペイン＆ベトカン

１８名で 〆切

２５名で 〆切

受付中あと４名

受付中あと２名



イスラエル  パレスティナ自治区

ロシア連邦  ウクライナ

中華人民共和国 
  新疆ウイグル自治区



主権国家と主権国家
の領土はどう決まるのか？

「国際領土法」は存在しない



①国連憲章（領土主権の原則）

②植民地独立時の国境線

③効果的支配（実効支配）

④国際合意（平和条約など）

⑤国際慣習法（長期的な慣行）





2025年2月慶應義塾大学法学部の入試問題
今年から「歴史総合」という科目が追加された

1875年

1871年

・・・・・・・・・・1876年（各国へ通達）

・・・・・・・・・・1895年

・・・・・・・・・・1905年

閣議決定！

閣議決定！



過去５年間で日本がエジプトに行った
経済援助（無償と有償）

2,450億円

62．84億円

有償

無償



3400億円
ODA制度上の取消や債務免除





国際支援は
Give & Take
資金・技術 資源・人財



植民地化の意義
• 原料供給地
• 製品市場
• 資本の投下先

独立後の意義
• 資源の確保
• 投資による利益
• 安価な労働力



独立行政法人

財団法人

国が設置する「公的法人」

個人や企業なが出資して設立する「私的法人」



ＪＩＣＡ

ＪＥＴＲＯ
国際協力機構

日本貿易振興会

ＯＤＡによる
インフラ投資

日本企業の
海外サポート



国際支援は
Give & Take
資金・技術 資源・人財





国際組織がなかった時代は・・・

国際承認
国際会議（多くの“主権国家”が集まった）で

確認（承認）し合うこと



世界史の教科書的に言うと…

主権国家
永続的住民 ＆ 領域 ＆ 政府 を持ち、

他国との関係を結ぶ独自の外交能力があり、
かつ国内外で最高の独立した権力（主権）を有する国家



いつ頃から使われる言葉なのか？

1494年～

イタリア戦争
近世の幕開け



主権国家体制のはじまりは？

1648年

ウェストファリア会議
スイス・オランダの独立を
国際承認する など



国際承認の慣行が確立するのは？

1814～15年

ウィーン会議
1830・４０年 ロンドン会議
1878・８４年 ベルリン会議
１９１９年 パリ講和会議



イスラエル  パレスティナ自治区

ロシア連邦  ウクライナ

中華人民共和国 
  新疆ウイグル自治区



支配 自治 独立
独自の議会
は持つ

A国がB国を支配していた前提・・・

植民地化
の状態

主権国家
になる

（外交・防衛はない）



支配 自治 独立
独自の議会
は持つ

A国がB国を支配していた前提・・・

植民地化
の状態

主権国家
になる

（外交・防衛はない）



イスラエル が パレスティナ に

自治を与えている ！？

あくまでも二国（？）間の話



１９９３年

オスロ合意
PLO議長
アラファト

イスラエル首相
ラビン



ガザ地区 と ヨルダン川西岸地区 に

暫定自治を与えている 

将来的には独立も視野に入れる
（１８８８年のパレスティナ国家宣言を受けて）



オスロ合意を結ぶ

オスロ合意を認めない







挿入歌

Ding！ Dong！ the Witch is Dead
鐘を鳴らせ! 悪い魔女は死んだ （マンチキン人）

1939年に映画化



1960年代の労働党政権時代における国民の堕落

（英国病）

×

1979年に イギリス初の女性首相に就任！

スローガン 「創意と自助」

小さな政府 と 強いイギリス

1980年：強硬な金融引き締め 政策 → 失業率は急上昇

1982年：フォークランド紛争でアルゼンチンに勝利

1984年：全国炭鉱ストライキを強硬姿勢で押し切る

1984年：シノ・ブリティッシュ共同声明 → 香港返還決定

1986年：ロンドン金融市場の規制緩和

1989年：ユーロ懐疑主義を鮮明に

その後、財政難で「人頭税」案を発表 … しかし



事 象 内 容

棺の前で抗議

葬儀の行進中、ロンドン中心部の通りを通る際に、何百人もの人が棺に背を

向け、「What a waste of money（なんて無駄金だ）」「Tory scum（トー

リー党のクズめ）」などの罵声を浴びせたと報じられています。

国旗半旗の扱いで論争

元首相の葬儀という性格から全国で国旗を半旗にする動きがあったものの、

スコットランドでは多くの自治体が半旗を掲げなかった、あるいは拒否した

という報道もあります。

葬儀費用への批判
税金を使っての葬儀の費用に対する批判もありました。彼女の意図すること

なく、国葬級の葬儀であったことも批判の的になりました。

BBC の報道バイアス苦情

BBC の葬儀中継に対して、「サッチャーに批判的すぎる」「逆に持ち上げ過

ぎ」「公平性に欠ける」といったバイアスの主張をする苦情が 182 件寄せら

れた、という報道があります。

抗議的な音楽チャート運動

サッチャー批判の象徴とされた “Ding Dong! The Witch Is Dead” が

チャートで一時上昇し、これを巡って BBC が放送を短縮したことについて

も物議を醸しました。



新自由主義
減税・マーケット自由化・民営化

＆
公共事業削減・金融引き締め・労働組合の無力化





高市早苗は「政治スタイルや保守

的イメージ」でサッチャーと並べ

られることが多いですが、経済政

策の方向性はむしろ対極的です。



金融緩和 → 金利低下 → 円安加速

→ インフレ加速 & 大企業は儲かる

→ 格差拡大 → 国民分断 

 経済発展？   少子化対策？



ノーベル平和賞

に対する ゆきおの

モヤモヤ



ノーベル平和賞のあり方
～ 理念と実績のはざまで ～



1. はじめに

ノーベル平和賞は、国際社会における最も注目度の高い賞の

一つである。しかし、その授与基準をめぐっては常に議論が絶

えない。特に、理念や期待に基づいて授与される場合、その評

価はしばしば賛否を呼ぶ。本稿では「受賞の時期は早すぎる

のではないか」という観点から、平和賞のあり方を考える。



2. 理念に与えられた賞の例

2009年  バラク・オバマ

就任直後に「核なき世界」への期待を理由に受賞。しかしその後、戦争継続やド

ローン攻撃拡大により「実績に基づかない授与」と批判された。

2017年  ICAN（核兵器廃絶国際キャンペーン）

核兵器禁止条約を後押ししたとして受賞。ただし核保有国は参加しておらず、

「実効性の乏しい段階での授与」とも言われた。

2024年  被爆者団体への評価

被爆証言を国際的に広めた意義は大きいが、核廃絶の実現には至っておらず、

やはり「理念段階での評価」にとどまる。



3. 理念を評価することの利点と問題

利  点

    国際世論の形成を後押しできる

    活動の継続を支える象徴的力を持つ

問  題

    成果が伴わなければ「過剰評価」となる

    政治的意図や時流への迎合と見られやすい

    結果として賞そのものの権威を損ないかねない



4. 実績重視の視点から

  平和賞は本来、「国家間の友好や軍縮に具体的に寄与した人」

に与えられるべきである。理念や期待の段階では誰でも掲げら

れる。だが、実際に戦争を終わらせ、核兵器を削減し、平和を確

立したという「結果」を示した者にこそ与えるべきである。

「平和を築いた証拠」が揃ったときに授与されてこそ、受賞者の

価値もノーベル賞の価値も真に高まる。



5. 結論：「早すぎる平和賞」は賞の重みを損なう

  ノーベル平和賞が「理念に与える賞」であり続けるならば、その重みは

薄れていく。むしろ「平和を実現した証拠」に与える賞であるべきだ。

核兵器が廃絶されたとき、あるいは実際の戦争が終結したとき、その功績

を担った人や団体に授与する。それこそが賞の本来の精神に合致する。

「平和を願った人」ではなく、「平和を成し遂げた人」に与えること。それが、

ノーベル平和賞が再び普遍的な尊敬を得るための道である。



「ノーベル平和賞だけがノルウェーで授与される」

のはなぜ？



1. ノーベルの遺言による指定

アルフレッド・ノーベル（1833–1896）は遺言の中で、

物理学賞・化学賞 → スウェーデン王立科学アカデミー

生理学・医学賞 →  カロリンスカ研究所

文学賞 → スウェーデン・アカデミー

平和賞 → ノルウェー国会が任命する委員会



2. 当時のスウェーデンとノルウェーの関係

ノーベルの死の時点（1896年）、スウェーデンとノルウェーは

「スウェーデン＝ノルウェー連合王国」（1814–1905）を形成して

いました。ノーベル自身は両国の関係を尊重していた。



3．なぜ「平和賞」だけ？

• ノルウェーは当時、スウェーデンに比べ軍事力や大国政治への関与

が弱く、「平和的」「中立的」なイメージが強かった。

• ノーベルは「平和に関する賞を任せるなら、軍事色の薄いノルウェー

がふさわしい」と考えた可能性が高い。

• さらに、ノルウェー国会は国際仲裁や平和会議への関与に熱心で、

当時のヨーロッパでも「平和国家」の評判があった。



実績 より 理念



世界史の教科書
におけるジェンダー論



差 別



女性の労働

女性の権利

女性の参政権



～歴史総合・世界史探究の方向性～

2022年度以降の新課程教科書では、

「ジェンダー平等」「多様性」「人権」 

の文脈で「LGBTQ」が登場します



LGBTQ とは…

略語 意 味 内 容

L Lesbian 女性同性愛者

G Gay 男性同性愛者

B Bisexual    両性愛者

T Transgender 性自認が出生時の性

と異なる人

Q Queer / Questioning 性的マイノリティ全般

現代では「LGBTQ+」と表記し、さらに多様な性のあり方（Xジェンダー、ノンバイナリーなど）

を含める表現が主流です。



ストーンウォールの反乱
（1969年：Stonewall Riots / Stonewall Uprising）



持続可能な社会

SDGｓ



好きではない人

性に合わない人





環境
問題



Ideology
根本的なモノの考え方の体系

観念形態・思想形態



政治的イデオロギー
民主主義 × 全体主義

経済的イデオロギー
資本主義 × 社会主義



民主主義

全体主義

資本
主義

社会
主義

アメリカ
合衆国

北欧諸国
英労働党

ファシズム
ナチズム

旧ソ連＆
東欧諸国

社会
民主主義

民主
社会主義



民主社会主義
＠ニューヨーク市



ニューヨーク
（New York）

の 歴史



１７世紀初 オランダ商人が北米に進出し、「ニュー       

ネーデルラント植民地」とする

１６２５年 マンハッタン島南端に、「ニューアムス

テルダム」を建設した

その後… ハドソン川を通じて毛皮交易が盛んに

なり、オランダ西インド会社が統治

また、先住民との境に防壁（Wall）を築いた



１６６４年 国王チャールズ２世の弟ヨーク公が

この地を占領 → New York と改名

→ １３植民地の１つとして発展する

１８世紀   奴隷貿易で繁栄 ＆ 多様な移民が流入

１７７６年 イギリス軍が占領（～１７８３年）

１７８９年 初代大統領ワシントンの就任式が行われ、  

合衆国最初の首都となる



１８１７年 New York Ｓｔｏｃｋ 

（１７９２年） & Exchange Board が組織化

１８６５年 現在のウォール街１１番地へ移転

＊アイルランド系・ドイツ系（旧移民）が大量流入する

１８８５年 エリー運河の開通 → 五大湖と大西洋が繋がる

→ New York港に内陸物が集まる

1886年 「自由の女神像」 が正式除幕



１８92年 エリス島移民局が解説される 

＊ユダヤ系・イタリア系（新移民） が大量流入する

２０世紀初 世界の金融・商業・文化の中心

１９２０年代 狂騒の時代 と バブル経済 の中心に

＊摩天楼の建設が進み、近代都市の象徴に

１９２９年１０月２４日（木） 株価大暴落！!

１９３１年５月１日 エンパイヤーステートビル の開業







「アジア共同体」
構想



大東亜共栄圏

東アジア共同体
１９９０年代：マレーシア首相マハティール

２００９年：民主党政権の首相鳩山由紀夫



１９５１年
サンフランシスコ

講和会議



なぜ、中国代表は
招待されなかったのか？

招待されなかった理由

①アメリカとイギリスの意見の相違

②国共内戦の影響が残っている（国連代表権問題）

③朝鮮戦争中で国際的緊張を高める可能性があった

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=29dcf37fc3badb3a4e877bede48de7c29646866b04f133ee9f58cdffe1dc5cc7JmltdHM9MTc2NDk3OTIwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=2b01d31f-c35e-63b6-0cdf-c7aac2246214&psq=%e3%82%b5%e3%83%b3%e3%83%95%e3%83%a9%e3%83%b3%e3%82%b7%e3%82%b9%e3%82%b3%e8%ac%9b%e5%92%8c%e4%bc%9a%e8%ad%b0+%e4%b8%ad%e5%9b%bd+%e3%81%aa%e3%81%9c&u=a1aHR0cHM6Ly90c3VrYS1hdGVsaWVyLnNha3VyYS5uZS5qcC90aGVtZS9rb3dhMDIuaHRtbA
https://www.bing.com/ck/a?!&&p=73d9ebe84eab3530fbfe1fff0a3bbf464edc1e1f979d3714bc76970905e3416dJmltdHM9MTc2NDk3OTIwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=2b01d31f-c35e-63b6-0cdf-c7aac2246214&psq=%e3%82%b5%e3%83%b3%e3%83%95%e3%83%a9%e3%83%b3%e3%82%b7%e3%82%b9%e3%82%b3%e8%ac%9b%e5%92%8c%e4%bc%9a%e8%ad%b0+%e4%b8%ad%e5%9b%bd+%e3%81%aa%e3%81%9c&u=a1aHR0cHM6Ly9vbmxpbmUuc2Jjci5qcC8yMDE1LzA2LzAwNDA3Ni5odG1s&ntb=1
https://www.bing.com/ck/a?!&&p=0beb63fe9275c7619be0a3971f4aea8f9d32537ef7d3cbfbf4d27fda438aaedeJmltdHM9MTc2NDk3OTIwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=2b01d31f-c35e-63b6-0cdf-c7aac2246214&psq=%e3%82%b5%e3%83%b3%e3%83%95%e3%83%a9%e3%83%b3%e3%82%b7%e3%82%b9%e3%82%b3%e8%ac%9b%e5%92%8c%e4%bc%9a%e8%ad%b0+%e4%b8%ad%e5%9b%bd+%e3%81%aa%e3%81%9c&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cueS1oaXN0b3J5Lm5ldC9hcHBlbmRpeC93aDE2MDItMDE0Lmh0bWw&ntb=1


セルビア大統領

ミロシャヴィッチ



時 代 特 徴

古代 戦争＝略奪

中世・近世 戦争＝労働

近代～現代 戦争＝産業

冷戦以降 戦争＝市場



なぜ、戦争が無くならないのか？

戦 争
 ↓

武器需要
 ↓

企業利益
 ↓

ロビイング
 ↓

軍事拡張 → さらに新しい戦争を生み出す！
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